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レポートボックス３ー３　応用線形代数

学籍番号の一番最後の桁の数を aとする．例えば，12B56789ならば a = 9とする．

1. 　A ∈ R3×3と e ∈ R3を以下のように定義する．

A =

 1 −1 a

0 1 1

0 0 1

 , e =

 1

1

1

 .

(a) A のべき乗のうちA2,A3,A4,A5,A10,A100を求めよ．

(b) x = (A100)−1eとするとき，ベクトル xの第 2成分を求めよ．

(c) 自然数 nに対するAnを (a)の結果から推測し，数学的帰納法により証明せよ．

2. 3× 3の対称行列Bを以下のように定義する．

B =

 4× (a+ 1) a+ 1 −
√
a+ 1

a+ 1 4× (a+ 1) −(a+ 1)

−
√
a+ 1 −(a+ 1) 4× (a+ 1)


(a) Bの固有値のうち，負の固有値の数を答えよ．

(b) Matlabのコマンドで [P ,D] = eig(B)とすると，B の固有値を対角成分にもつ対角行列
Dと固有ベクトルを列とする行列 P に分解できる．PDP−1とBの差をMatlabのノル
ムで評価せよ．

(c) PD−1P−1とB−1の差をMatlabのノルムで評価せよ．

(d) Matlabでは，行列Xについて，Y = sqrt(X)とするとXの各成分の平方根を成分に持つ行
列Y が得られる．これをY =

√
Xと書くこととする．ここで，B1/2をB1/2 = P

√
DP−1

で定義したときに，(B1/2)2とBの差をMatlabのノルムで評価せよ．
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